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1．アカデミックライティングにおいて、ヘッジ、ブースターと呼ばれる言語表現は、
書き手が主張に対して、可能性や確信の度合いについて述べるのに重要な働きをす
る。Aull (2015, p. 88)は、ヘッジとブースターについて、“[H]edges are words or 
phrases that express caution: they qualify or soften claims by suggesting that they 
are not necessarily proven or true in every case. Boosters do the opposite: they 




















記述は、第2章で詳しく見るが、その前版であるCelce-Murcia & Larsen-Freeman 
(1999)にはなく、改訂時に新たに取り入れられた。
　Halliday & Matthiessen (2014, p. 177)は、“degrees of probability”と“degrees 
of usuality”がモダリティ1 と関係することを述べ、前者の例として、possibly、
probably、certainly、後者の例として、sometimes、usually、alwaysを挙げている。
“Degrees of probability”と“degrees of usuality”の違いは、Halliday & Matthiessen 
(2014, p. 177) によると、“The former are equivalent to ‘either yes or no’, i.e. 
maybe yes, maybe no, with different degrees of likelihood attached. The latter are 
equivalent to ‘both yes and no’, i.e. sometimes yes, sometimes no, with different 











1 Halliday & Matthiessen (2014, p. 172)は、モダリティ(“modality”)を“the speaker’s 
judgement, or request of the judgement of the listener, on the status of what is being 
said”のように説明している。
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2．まず、副詞の意味分類について、コーパス基盤型研究に基づくBiber et al. (1999)
と教育英文法の観点からの英文法書であるLarsen-Freeman & Celce-Murcia (2016)
を見てみよう。2
　Biber et al. (1999, p. 763)は、副詞の意味をcircumstance adverbials、stance 
adverbials、linking adverbialsの大きく3つに分類している。Larsen-Freeman & 
Celce-Murcia (2016, pp. 509-510)も、Biber et al. (1999)などの先行研究を参照しな
がら、circumstance adverbials、stance adverbials、logical connectorsの3つの意味
カテゴリーを設定している。Biber et al. (1999)とLarsen-Freeman & Celce-Murcia 
(2016)のいずれにおいても、頻度を表す副詞は、circumstance adverbialsに含まれ
ている。しかしながら、両書とも、頻度を表す副詞が、stance adverbialsに関係する
ことに言及している。Stance adverbialsとは、Larsen-Freeman & Celce-Murcia (2016, 
p. 510)には、“one [a major category of adverbials] which deals with the attitudes 
of speakers and writers toward their content”とあるように、話し手、書き手の態度
を表す副詞であり、例えば、“degrees of probability” (e.g., no doubt, evidently)など
を表す副詞が含まれる。
　Biber et al. (1999, p. 801)は、oftenやusuallyなどについて、これらの副詞が、会
話などの言語使用域(レジスター)よりも学術的文章で用いられる頻度が高いことか
ら、1)-2)のような学術的文章からの例を挙げ、“These adverbs contribute to 
academic authors’ ability to make clear the generalizability of their statements, and 
their meaning is thus related to that of stance adverbials.”と述べている。
2 用 語 に つ い て、Biber et al. (1999, p. 538)は、“In a clause, adverbs can either be 
integrated into an element of the clause or function themselves as an element of the 
clause.”と述べており、“adverbs”には、“modifiers”と“adverbials”が含まれる。一
方、Larsen-Freeman & Celce-Murcia (2016, p. 509)は、“adverbials, including single-
word adverbs (carefully, often), phrases (before lunch, at last), and clauses (when she 






1) The condition behind the deviation is often rectifiable by counselling or 
phychotherapy.
2) Doing theoretical physics is usually a two-step process.
　Larsen-Freeman & Celce-Murcia (2016, p. 530)も、Biber et al. (1999)のコーパ
ス分析結果や、独自の調査に基づいて、oftenやusuallyなどの頻度を表す副詞が、
会話よりも、あらたまった書き言葉でよく用いられることは、“the need for writers 
to ‘hedge’ or qualify statements so as not to overgeneralize”を示しており、主張を
和らげるために用いられる副詞perhaps、probably、maybeなどの使用と関係してい
ることを述べている。
　このように、コーパス分析に基づく大型英文法書Biber et al. (1999)や、教育英文
法の立場をとるLarsen-Freeman & Celce-Murcia (2016)は、circumstance adverbials
に分類される頻度を表す副詞が、書き手の態度を表すstance adverbialsのような働
きをもつことを説明している。
　Hyland (2005, pp. 129-130)は、ヘッジとブースターの働きをする言語表現を挙げ
ている。それらのうち、副詞は、ヘッジには、“frequency adverbs (make statements 
indefinite)”として、usually、sometimesが、ブースターには、“amplifying adverbs 
(strengthen verbs and adverbs)”として、alwaysが例示されている。Hyland (2005, 
pp.221-224)はまた、ヘッジとブースターのリストを掲載しており、oftenは、ヘッジ
のリストに含まれている。このリストが、alwaysをブースターとしてのみ掲載してい
ることに対して、Aull (2015, pp. 90-91)は、not alwaysのように、alwaysの否定形は、
ブースターというよりもむしろ、ヘッジとしての機能を果たすことを指摘している。
Larsen-Freeman & Celce-Murcia (2016, p. 528)は、頻度を表す副詞のうち、always
の否定形not alwaysは、sometimesやoccasionallyを意味するとして、3)は、4)、5)
を含意するとしている。
3) Jack is not always on time.
4) Jack is sometimes not on time.
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5) Jack is sometimes late.
3．本稿で用いるコーパスは、英語母語話者コーパスは、American English 2006 
(AmE06)とBritish English 2006 (BE06)、学習者コーパスは、the Longman 





Country of data collectionを日本、Native language categoryを日本語、Task type
をset/free/project essays、Target variety of EnglishをAmerican Englishに設定し、
アメリカ英語を用いた日本人英語学習者のデータのうち、5つの英語習熟度レベル
(Elementary [31,767語]、Pre-intermediate [150,075語]、Intermediate [125,220語]、









頻度を比較する。英語母語話者の使用に関しては、Biber et al. (1999)のコーパス分
析結果も参照する。Biber et al. (1999)は、40, 025,700語の話し言葉と書き言葉から

























sometimes 22 (1.19) 12 (0.66) 2.80
often 116 (6.25) 86 (4.72) 3.94 < 0.05
usually 23 (1.24) 23 (1.26) 0.00
always 38 (2.05) 21 (1.15) 4.66 < 0.05
Total 199 (10.73) 142 (7.80) 8.55 < 0.01
LL=log-likelihood values。
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有意に多く用いている(p < 0.01)。4つの副詞の使用頻度の順を見ると、AmE06_L
では、第1位は、often、第2位、always、第3位、usually、第4位、sometimesであ











AmE CONV BrE CONV ACAD
sometimes 200 200 200
often less than 100 less than 100 600
usually 200 200 400
always 600 600 200












よりも学術的文章において低いことは、Larsen-Freeman & Celce-Murcia (2016, pp. 
529-530)も述べているように、学術的文章などのフォーマルな書き言葉では、書き
手が断定的な主張を避けることと関係があると言えよう。















sometimes 319 (4.33) 22 (1.19) 50.77 < 0.0001
often 283 (3.84) 116 (6.25) -18.08 < 0.0001
usually 179 (2.43) 23 (1.24) 10.97 < 0.001
always 510 (6.93) 38 (2.05) 74.94 < 0.0001



















sometimes 4 (1.26) 56 (3.73) 85 (6.79) 152 (3.87)  22 (6.05)
often 8 (2.52) 55 (3.66) 46 (3.67) 143 (3.64) 31 (8.53)
usually 6 (1.89) 28 (1.87) 26 (2.08) 93 (2.37) 26 (7.15)
always 11 (3.46) 85 (5.66) 165 (13.18) 222 (5.65) 27 (7.43)






































AmE06_Lでは、Biber et al. (1999)と同じく、第1位は、oftenであるが、第2位は、
always、第3位、usuallyであり、Biber et al. (1999, pp. 796-797)の結果と異なる。






4 Biber et al. (1999, pp. 796-797)のalwaysの件数には、not alwaysのように、この副詞
と否定辞が共起した場合も含まれると考えられる。
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(sometimesとalwaysは、p < 0.0001、usuallyは、p < 0.001)。 一 方、oftenは、
LLC_JE_AmEのほうが、有意に低い(p < 0.0001)。ただし、LLC_JE_AmE の最も
英語習熟度が高いAdvancedレベルは、母語話者と同様に、4つの副詞の中で、
oftenの使用頻度が最も高く、AmE06_Lとの間に、有意差はないものの、前者のほ
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き言葉というレジスターによる言葉遣いの違いを認識した英語表現の提示である。
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